
「やまがたフルーツEXPO」公開シンポジウム 開催要領 
 

１ 目  的 

国内外の先進的な研究成果や取組みに関する理解を深めるとともに、「やまがたフルーツ150

周年」を契機として、山形県におけるこれからの果樹栽培を関係者が一丸となって考える場と

する。 
 

２ 日  時  令和７年８月９日（土） 13:00～15:30（途中出入り自由） 
 

３ 場  所  山形ビッグウイング ２階 大会議室（山形市平久保100番地） 
 

４ 参集範囲 

県内生産者、ＪＡグループ、市場協会・流通関係団体、観光関係団体、関連企業、山形大学

(工学部、農学部)、東北農林専門職大学及び附属農林大学校、市町村、県(農林水産部、農業

総合研究センター、各総合支庁) 
 

５ 内  容 

（１）開会  ··························································· 13:00 

（２）挨拶 山形県農林水産部長  ······································· 13:00～13:05 

（３）講演   

①海外におけるさくらんぼ栽培の動向 ～これからのさくらんぼ栽培のヒント～ 

山形大学副学長（農学部教授） 村山 秀樹 氏  ···· 13:10～13:30 

②機械収穫に適した樹形と品種の開発 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

果樹茶業研究部門 果樹生産研究領域 領域長補佐 岩波 宏 氏  ····· 13:30～13:50 

③自動収穫ロボット開発のこれまでの取組みと課題 

東京大学大学院情報理工学系研究科 

知能機械情報学専攻 教授 深尾 隆則 氏  ···· 13:50～14:10 

～ 休 憩 ～ 

（４）話題提供   ····················································· 14:20～14:50 

①果樹を含む中山間地農業の課題とポテンシャル ～KATRのご紹介～ 

株式会社クボタ 研究開発本部機械総合研究ユニット 

機械研究開発第二部 第二チーム長 山中 之史 氏 

②さくらんぼ自動収穫ロボットの開発状況 

山形大学大学院理工学研究科 教授 妻木 勇一 氏 

③山形県におけるさくらんぼの高温対策技術、結実確保対策技術開発の取組み 

山形県農業総合研究センター園芸農業研究所 

研究主幹(兼)果樹部長 松田 成美 氏 

（５）総合討論   ····················································· 14:55～15:25 

司会：山形大学名誉教授 平 智 氏 

（６）閉会   ························································· 15:30 


